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高齢者の転倒・骨折・介護予防

少子高齢化が進む中、高齢者の要介護・寝たきりを予防するこ

とは、高齢者個人にとっても、その家族と地域社会、そして国家に

とっても喫緊の課題である。とりわけ、転倒に伴う大腿骨頚部骨

折を始めとする重篤な障害・事故を予防することは、介護予防の

重要施策のひとつである。

高齢者の転倒をどうとらえるかが、転倒予防の鍵となる。国内外

の先行研究及び我々のグループの研究成果等を総合して、「転倒

は結果であり、原因でもある」という概念にたどりついた（図1）。

加齢と運動不足による身体機能の低下、疾病、薬剤の服用等の内

的要因が複合した結果、転びやすい状態を生み出す。つまり、ヒト

が長い年月をかけて、進化の過程で獲得した直立二足歩行がしっ

かりとできなくなるような生体の調節機構の破綻の表象が、転倒と

みなされる。そして、転倒を原因として、骨折、廃用症候群、閉じ

こもり、寝たきり等をきたす。

こうした概念形成から、高齢者の転倒を生活習慣病の一種とみ

なすとすれば、適正な運動・生活指導により、転倒を予防し、骨折

を予防し、介護を予防し、一人ひとりの高齢者が健やかで実りあ

る心豊かな日々を過ごすことができるであろう。そうした理論を

根拠として、「転倒予防教室」の創設とその全国展開、指導者養成、

研究会の設立、人ゆ俦習遘 （10月10日が主導・支持する「運動器の10年」世界運動（2000～

2010年）が現在展開されている。その日本での事業の一環として、

身体教育学の立場から、運動器と運動の大切さを子どもたちに伝

えるためのマンガ本を、教育学部学生（当時）7名と共に制作・編

集した。

学校、家庭、スポーツ現場での重要な知見を、これまでの研究

成果を基礎にして、わかりやすくマンガ形式で構成して、有効な教

材としてまとめ上げるという仕事である。研究から子どもへの教

育に結びつける重要な営みであったと認識している。

平成17（2005）年度秋の東京大学総長賞を当該学生らが受賞す

ると共に、一部英訳版（図3）を作成して、学生の代表に「運動器の

10年」運動の世界会議（カナダ・オタワ）で公表してもらった。

究極・最良の介護予防は、元気な子どもたちをたくさん育てる

ことと考えている。そのために、小学校段階から、運動器と運動

の大切さを子どもたち自身にしっかり理解させ、身につけると共

に、運動器の障害・事故の予防に結びつく教育が確立できるよう

な基礎的研究と実践活動を積み重ねている。

からだを動かす仕組みとしての「運動器」の構造と機能を適正に保ち、発達・向上させることが大切であ

ること、及び一人ひとりの身体特性に即した運動が、性・年代を問わずそれぞれの健康と幸福にとって大切

であることを研究すると共に、実践的・教育的活動を広げている。(本文へ続く）

運動器と運動の大切さを知る
－転倒予防から子どもへの教育まで－
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木材などのバイオマスを、燃焼して利用し最終的に大気中に二

酸化炭素として放出しても、同量の二酸化炭素を再植林などによ

り光合成で固定する限り、大気中の二酸化炭素濃度には影響を与

えない。この性質を称してカーボンニュートラルと呼んでいる。こ

の循環の中から化石エネルギーに依存しないエネルギーが生産さ

れるので、その分だけ化石資源由来の二酸化炭素を削減できるこ

とになる。バイオマスが他の再生可能エネルギーと比較してユニ

ークなのは、バイオマスが有機性（炭素質）であることで、電気や

熱以外に化学品や輸送用燃料を直接製造できることにある。

アジアでのエネルギー需給を見ると、経済発展に伴いエネル

ギー需要量が供給量を大幅に上回っている。注目すべきはこの

地域で石油の輸入量が大幅に増加していることである。石油の消

費量が2003年に10億410万トンに対して、純輸入量は6億5500万

トンである。アジアの石油需給の推移を見ると、石油需要が1990

年では6億1800万トンから年平均3.8%で増加し、2003年には10

億410万トンに達している。中国では自転車に替わって自騰巐
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